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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】式（２）

で示されるジエステル化合物の副生を抑制し、且つ、式（１）

で示されるジフェノール化合物の生成選択性が向上した、当該ジフェノール化合物の製造
方法を提供すること。
【解決手段】硫酸及びリン酸の存在下、６－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸とヒドロキノン
とを脱水縮合させる工程を有することを特徴とする式（１）で示されるジフェノール化合
物の製造方法、及び、更に、反応系内に二酸化ケイ素を主成分とする無機粉末を共存させ
ることを特徴とする前記の製造方法等。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
硫酸及びリン酸の存在下、６－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸とヒドロキノンとを脱水縮合
させる工程を有することを特徴とする式（１）

で示されるジフェノール化合物の製造方法。
【請求項２】
更に、反応系内に二酸化ケイ素を主成分とする無機粉末を共存させることを特徴とする請
求項１記載の製造方法。
【請求項３】
前記無機粉末が、珪藻土からなる無機粉末であることを特徴とする請求項２記載の製造方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジフェノール化合物の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ジフェノール化合物は、例えば、ポリエステル、ポリウレタン、ポリエーテル、エポキ
シ樹脂等の種々のポリマーの原料として知られている。
　特許文献１には、式（１）

で示されるジフェノール化合物（以下、ジフェノール化合物（１）と記すことがある。）
が、液晶性アクリル酸エステルモノマー及び優れた光学特性を示す液晶性ポリマーの原料
となりうることが記載されている。
　ジフェノール化合物（１）を製造する方法としては、例えば、特許文献１の段落番号「
０１３１」には、原料である６－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸とヒドロキノンとを、酸触
媒として硫酸の存在下、脱水縮合される反応が具体的に記載される方法が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００８－５４４９５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記方法における脱水縮合反応では、原料の一つであるヒドロキノンが２つの水酸基を
有しているため、式（２）

で示される、６－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸が２分子縮合されたジエステル体であるジ
フェノール化合物（以下、ジエステル化合物（２）と記すことがある。）が副生する。こ
のため、ジエステル化合物（２）の副生を抑制し、且つ、ジフェノール化合物（１）の生
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成選択性が向上した製造方法の開発が望まれていた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、このような条件下鋭意検討した結果、本発明に至った。
　即ち、本発明は、
１．硫酸及びリン酸の存在下、６－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸とヒドロキノンとを脱水
縮合させる工程を有することを特徴とする式（１）

で示されるジフェノール化合物の製造方法（以下、本発明製造方法と記すこともある。）
；
２．更に、反応系内に二酸化ケイ素を主成分とする無機粉末（以下、本無機粉末と記すこ
ともある。）を共存させることを特徴とする前項１記載の製造方法；
３．前記無機粉末（即ち、本無機粉末）が、珪藻土からなる無機粉末であることを特徴と
する前項２記載の製造方法；
等を提供するものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明により、ジエステル化合物（２）の副生を抑制し、且つ、ジフェノール化合物（
１）の生成選択性が向上したジフェノール化合物（１）の製造方法を提供することが可能
となる。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明製造は、式（１）

で示されるジフェノール化合物の製造方法であり、硫酸及びリン酸の存在下、６－ヒドロ
キシ－２－ナフトエ酸とヒドロキノンとを脱水縮合させる工程を有することを特徴とする
。
【０００８】
　本発明製造において用いられるヒドロキノンの使用量としては、６－ヒドロキシ－２－
ナフトエ酸１モルに対して、例えば、１モル～１０モルの範囲を挙げることができる。好
ましくは、１．２モル～５モルの範囲が挙げられる。
【０００９】
　本発明製造方法における脱水縮合反応（即ち、エステル化反応）は、通常、溶媒の存在
下実施される。尚、溶媒は、反応中、還流させておいてもよい。
　本発明製造において用いられる溶媒としては、当該反応を阻害しないものであれば特に
制限はないが、例えば、ベンゼン、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、メシチレン、
クメン、シメン等の芳香族炭化水素溶媒；例えば、クロロベンゼン、ジクロロベンゼン、
トリクロロベンゼン、クロロトルエン等の芳香族ハロゲン化炭化水素溶媒；例えば、ヘキ
サン、ペンタン、オクタン、ノナン、デカン、シクロヘキサン、メチルシクロヘキサン等
の脂肪族炭化水素溶媒；例えば、クロロホルム、１，２－ジクロロエタン、１，１，１－
トリクロロエタン、１，１，２，２－テトラクロロエタン、１－クロロブタン、１，２－
ジブロモエタン等のハロゲン化炭化水素溶媒；これらの混合物；等を挙げることができる
。好ましくは、例えば、芳香族炭化水素溶媒、芳香族ハロゲン化炭化水素溶媒等が挙げら
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れる。中でも、より好ましくは、例えば、トルエン、キシレン、クロロベンゼン等を挙げ
ることができる。尚、溶媒は、複数種類の溶媒を混合して用いてもよい。
　本発明製造において用いられる溶媒の使用量としては、６－ヒドロキシ－２－ナフトエ
酸１重量部に対して、例えば、１重量部～５０重量部の範囲を挙げることができる。
　尚、反応の進行に伴って水が副生することから、副生する水は、反応中、反応系外へ除
去することが好ましい。
【００１０】
　本発明製造方法における脱水縮合反応（即ち、エステル化反応）は、常圧条件下で実施
してもよいし、加圧条件下で実施してもよいし、減圧条件下で実施してもよい。また、窒
素ガス、アルゴンガス等の不活性ガスの雰囲気下で実施してもよい。
　本発明製造方法における脱水縮合反応（即ち、エステル化反応）の反応温度としては、
例えば、４０℃～２５０℃の範囲を挙げることができる。好ましくは、６０℃～２００℃
の範囲が挙げられる。より好ましくは、８０℃～１８０℃の範囲を挙げることができる。
【００１１】
　本発明製造において、反応時間を短縮するために、必要に応じて、二酸化ケイ素を主成
分とする無機粉末（即ち、本無機粉末）を反応系内に追加的に共存させることができる。
　本発明製造において用いられる本無機粉末としては、硫酸及びリン酸や原料と反応しな
いものがよく（尚、硫酸及びリン酸以外の他の酸触媒が反応系内に共存する場合には、当
該他の酸触媒とも反応しないものがよい。）、例えば、珪藻土からなる無機粉末、パーラ
イトからなる無機粉末、シリカゲルからなる無機粉末、これらの混合物からなる無機粉末
等を挙げることができる。好ましくは、例えば、珪藻土からなる無機粉末（具体的には例
えば、セライト（Celite 登録商標）と呼ばれる市販品を挙げることができる。）が挙げ
られる。尚、ここで「珪藻土からなる無機粉末」とは、珪藻土のみからなる無機粉末であ
ってもよく、珪藻土以外に他の無機物等を含む無機粉末であってもよい。また、例えば、
珪藻土を他の無機物等とともに焼成してなる無機粉末であってよい。
　本発明製造において用いられる本無機粉末の使用量としては、酸触媒１重量部に対して
、例えば、０．２重量部～１０重量部の範囲を挙げることができる。
【００１２】
　本発明製造方法における脱水縮合反応（即ち、エステル化反応）は、酸触媒としての、
硫酸及びリン酸の両者の存在下で実施する。
　本発明製造において用いられる酸触媒（即ち、硫酸及びリン酸）の使用量としては、６
－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸１モルに対して、例えば、０．０００１モル～１モルの範
囲を挙げることができる。好ましくは、０．００１モル～０．５モルの範囲が挙げられる
。
　本発明製造において、必要に応じて、前記酸触媒（即ち、硫酸及びリン酸）以外の「他
の酸触媒」を共存させてもよい。当該「他の酸触媒」を共存させる場合には、前記酸触媒
（即ち、硫酸及びリン酸）と「他の酸触媒」との合計の使用量として、６－ヒドロキシ－
２－ナフトエ酸１モルに対して、例えば、０．０００１モル～１モルの範囲を挙げること
ができる。好ましくは、０．００１モル～０．５モルの範囲が挙げられる。
　ここで「他の酸触媒」としては、例えば、塩酸、硫酸、リン酸、臭化水素酸、ヨウ化水
素酸、ホウ酸等の無機酸；例えば、ベンゼンスルホン酸、ｐ－トルエンスルホン酸、メタ
ンスルホン酸等のスルホン酸；例えば、フェニルボロン酸、ペンタフルオロフェニルボロ
ン酸等の有機ホウ酸化合物；例えば、三フッ化ホウ素、トリス（ペンタフルオロフェニル
）ボラン等のルイス酸化合物；これらの混合物；等を挙げることができる。
【００１３】
　本発明製造方法における脱水縮合反応（即ち、エステル化反応）後、必要に応じて、得
られた反応マスの中に存在する酸触媒を中和処理し、次いで得られた中和処理物を濃縮処
理及び／又はろ過処理することにより、ジフェノール化合物（１）を粗結晶として得るこ
とができる。更に、ジフェノール化合物（１）の粗結晶を溶媒に溶解させた後、得られた
溶液をろ過処理することにより、本無機粉末が除去されたジフェノール化合物（１）の溶
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液として得ることもできる。
　このようにして得られたジフェノール化合物（１）の粗結晶、及び、ジフェノール化合
物（１）の溶液、並びに、本発明製造方法における脱水縮合反応により得られた反応マス
は、例えば、再結晶等の精製手段を施すことにより、更に精製することもできる。
【実施例】
【００１４】
　以下、実施例により本発明をさらに詳細に説明する。
【００１５】
実施例１
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．１ｇ、ヒドロキノン２９．３ｇ、９８％硫酸０．６７
ｇ、８５％リン酸０．６５ｇ、セライト（Celite 登録商標）５４５　１．３３ｇ及びト
ルエン１５０ｍＬを仕込み、還流条件下で６時間反応させた。反応後、得られた反応マス
を室温まで冷却した。尚、還流に伴い留出した水は、ディーンスターク装置により、反応
容器から除去された。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝１．９：９６．３：１．
９（ＬＣ面積比）であった。
　次に、上記で得られた反応マスに、５重量％の炭酸水素ナトリウム水溶液１００ｇを加
えた後、得られた混合物を３０分間撹拌した。次いで、得られた混合物から濾別により得
られた固体成分をイオン交換水で３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（粗結晶）とメタノール３００ｇとを混合した後、得
られた混合物を５０℃で撹拌した後、同温度のまま、前記混合物から不溶分を濾別除去す
ることにより、ろ液を回収し、これを重量１３５ｇになるまで濃縮した。尚、濃縮途中で
灰色結晶が析出した。
　このようにして得られた濃縮残渣を６０℃で保温しながら、イオン交換水８０ｇを滴下
した後、２時間保温した。次いで、これを室温まで冷却した後、得られた混合物から濾別
により得られた固体成分を５０重量％メタノール水溶液２０ｇで３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（精製結晶）を真空乾燥することにより、ジフェノー
ル化合物（１）の灰色結晶３３．３ｇ（純度：８８．０％（ＬＣ面積百分率値）、見かけ
収率：８９．２％）を得た。
【００１６】
実施例２
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸３００．０ｇ、ヒドロキノン３５１．１ｇ、９８％硫酸８．
０ｇ、８５％リン酸９．２ｇ、セライト（Celite 登録商標）５４５　１７．２ｇ及びト
ルエン１８００ｍＬを仕込み、還流条件下で８時間反応させた。反応後、得られた反応マ
スを室温まで冷却した。尚、還流に伴い留出した水は、ディーンスターク装置により、反
応容器から除去した。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝１．８：９６．６：１．
６（ＬＣ面積比）であった。
　次に、上記で得られた反応マスに、５重量％の炭酸水素ナトリウム水溶液１２００ｇを
加えた後、得られた混合物を３０分間撹拌した。次いで、得られた混合物から濾別により
得られた固体成分をイオン交換水５００ｇで３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（粗結晶）とメタノール３６００ｇとを混合した後、
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得られた混合物を５０℃で撹拌した後、同温度のまま、前記混合物から不溶分を濾別除去
することにより、ろ液を回収し、これを重量１６１１ｇになるまで濃縮した。尚、濃縮途
中で灰色結晶が析出した。
　このようにして得られた濃縮残渣を６０℃で保温しながら、イオン交換水９６０ｇを滴
下した後、２時間保温した。次いで、これを室温まで冷却した後、得られた混合物から濾
別により得られた固体成分を５０重量％メタノール水溶液２５０ｇで３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（精製結晶）を真空乾燥することにより、ジフェノー
ル化合物（１）の灰色結晶４０８．７ｇ（純度：９５．２％（ＬＣ面積百分率値）、見か
け収率：９１．５％）を得た。
１Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６，ＴＭＳ基準，単位：ｐｐｍ）
δ６．８３（ｄ，Ｊ＝８．９Ｈｚ，２Ｈ），７．０９（ｄ，Ｊ＝８．９Ｈｚ，２Ｈ），７
．１７～７．２６（ｍ，２Ｈ），７．８４（ｄ，Ｊ＝８．７Ｈｚ，１Ｈ），７．９８（ｄ
ｄ，Ｊ＝８．７Ｈｚ，１．４Ｈｚ，１Ｈ），８．０４（ｄ，Ｊ＝８．７Ｈｚ，１Ｈ），８
．６７（ｓ，１Ｈ），９．４９（ｓ，ｂｒ，１Ｈ），１０．２７（ｓ，ｂｒ，１Ｈ）
【００１７】
実施例３
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．０ｇ、ヒドロキノン２９．３ｇ、９８％硫酸０．６７
ｇ、８５％リン酸０．３３ｇ、セライト（Celite 登録商標）５４５　０．９９ｇ及びト
ルエン１５０ｍＬを仕込み、還流条件下で６時間反応させた。反応後、得られた反応マス
を室温まで冷却した。尚、還流に伴い留出した水は、ディーンスターク装置により、反応
容器から除去した。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝２．３：９５．３：２．
３（ＬＣ面積比）であった。
　次に、上記で得られた反応マスに、５重量％の炭酸水素ナトリウム水溶液１００ｇを加
えた後、得られた混合物を３０分間撹拌した。次いで、得られた混合物から濾別により得
られた固体成分をイオン交換水で３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（粗結晶）とメタノール３００ｇとを混合した後、得
られた混合物を５０℃で撹拌した後、同温度のまま、前記混合物から不溶分を濾別除去す
ることにより、ろ液を回収し、これを重量１３５ｇになるまで濃縮した。尚、濃縮途中で
灰色結晶が析出した。
　このようにして得られた濃縮残渣を６０℃で保温しながら、イオン交換水８０ｇを滴下
した後、２時間保温した。次いで、これを室温まで冷却した後、得られた混合物から濾別
により得られた固体成分を５０重量％メタノール水溶液２０ｇで３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（精製結晶）を真空乾燥することにより、ジフェノー
ル化合物（１）の灰色結晶３４．８ｇ（純度：９３．７％（ＬＣ面積百分率値）、見かけ
収率：９３．３％）を得た。
【００１８】
実施例４
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．０ｇ、ヒドロキノン２９．３ｇ、９８％硫酸０．６７
ｇ、８５％リン酸１．３０ｇ、セライト（Celite 登録商標）５４５　１．９７ｇ及びト
ルエン１５０ｍＬを仕込み、還流条件下で６時間反応させた。反応後、得られた反応マス
を室温まで冷却した。尚、還流に伴い留出した水は、ディーンスターク装置により、反応
容器から除去した。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
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係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝３．２：９５．０：１．
７（ＬＣ面積比）であった。
　次に、上記で得られた反応マスに、５重量％の炭酸水素ナトリウム水溶液１００ｇを加
えた後、得られた混合物を３０分間撹拌した。次いで、得られた混合物から濾別により得
られた固体成分をイオン交換水で３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（粗結晶）とメタノール３００ｇとを混合した後、得
られた混合物を５０℃で撹拌した後、同温度のまま、前記混合物から不溶分を濾別除去す
ることにより、ろ液を回収し、これを重量１３５ｇになるまで濃縮した。尚、濃縮途中で
灰色結晶が析出した。
　このようにして得られた濃縮残渣を６０℃で保温しながら、イオン交換水８０ｇを滴下
した後、２時間保温した。次いで、これを室温まで冷却した後、得られた混合物から濾別
により得られた固体成分を５０重量％メタノール水溶液２０ｇで３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（精製結晶）を真空乾燥することにより、ジフェノー
ル化合物（１）の灰色結晶３３．６ｇ（純度：９１．５％（ＬＣ面積百分率値）、見かけ
収率：９０．１％）を得た。
【００１９】
実施例５
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．０ｇ、ヒドロキノン２９．２ｇ、９８％硫酸０．６７
ｇ、８５％リン酸０．７７ｇ、セライト（Celite 登録商標）５４５　２．８６ｇ及びト
ルエン１５０ｍＬを仕込み、還流条件下で６時間反応させた。反応後、得られた反応マス
を室温まで冷却した。尚、還流に伴い留出した水は、ディーンスターク装置により、反応
容器から除去した。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝２．３：９５．５：２．
２（ＬＣ面積比）であった。
　次に、上記で得られた反応マスに、５重量％の炭酸水素ナトリウム水溶液１００ｇを加
えた後、得られた混合物を３０分間撹拌した。次いで、得られた混合物から濾別により得
られた固体成分をイオン交換水で３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（粗結晶）とメタノール３００ｇとを混合した後、得
られた混合物を５０℃で撹拌した後、同温度のまま、前記混合物から不溶分を濾別除去す
ることにより、ろ液を回収し、これを重量１３５ｇになるまで濃縮した。尚、濃縮途中で
灰色結晶が析出した。
　このようにして得られた濃縮残渣を６０℃で保温しながら、イオン交換水８０ｇを滴下
した後、２時間保温した。次いで、これを室温まで冷却した後、得られた混合物から濾別
により得られた固体成分を５０重量％メタノール水溶液２０ｇで３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（精製結晶）を真空乾燥することにより、ジフェノー
ル化合物（１）の灰色結晶３４．３ｇ（純度：９２．９％（ＬＣ面積百分率値）、見かけ
収率：９２．１％）を得た。
【００２０】
実施例６
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．１ｇ、ヒドロキノン２９．３ｇ、９８％硫酸０．６７
ｇ、８５％リン酸０．７７ｇ、セライト（Celite 登録商標）５４５　１．４３ｇ及びク
ロロベンゼン１５０ｍＬを仕込み、内圧６１ｋＰａ、還流条件下で８時間反応させた。反
応後、得られた反応マスを室温まで冷却した。尚、還流中の内温は１１０℃であり、還流
に伴い留出した水は、ディーンスターク装置により、反応容器から除去した。
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　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝１．８：９６．１：２．
１（ＬＣ面積比）であった。
　次に、上記で得られた反応マスに、５重量％の炭酸水素ナトリウム水溶液１００ｇを加
えた後、得られた混合物を３０分間撹拌した。次いで、得られた混合物から濾別により得
られた固体成分をイオン交換水で３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（粗結晶）とメタノール３００ｇとを混合した後、得
られた混合物を５０℃で撹拌した後、同温度のまま、前記混合物から不溶分を濾別除去す
ることにより、ろ液を回収し、これを重量１３５ｇになるまで濃縮した。尚、濃縮途中で
灰色結晶が析出した。
　このようにして得られた濃縮残渣を６０℃で保温しながら、イオン交換水８０ｇを滴下
した後、２時間保温した。次いで、これを室温まで冷却した後、得られた混合物から濾別
により得られた固体成分を５０重量％メタノール水溶液２０ｇで３回洗浄した。
　このようにして得られた固体成分（精製結晶）を真空乾燥することにより、ジフェノー
ル化合物（１）の灰色結晶３５．３ｇ（純度：９３．７％（ＬＣ面積百分率値）、見かけ
収率：９４．５％）を得た。
【００２１】
実施例７
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．０ｇ、ヒドロキノン２９．２ｇ、９８％硫酸０．３３
ｇ、８５％リン酸０．３８ｇ及びトルエン１５０ｍＬを仕込み、還流条件下で８時間反応
させた。反応後、得られた反応マスを室温まで冷却した。尚、還流に伴い留出した水は、
ディーンスターク装置により、反応容器から除去した。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝１．７：９６．６：１．
７（ＬＣ面積比）であった。
【００２２】
実施例８
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．０ｇ、ヒドロキノン２９．３ｇ、９８％硫酸０．６７
ｇ、８５％リン酸０．７７ｇ及びトルエン１５０ｍＬを仕込み、還流条件下で７時間反応
させた。反応後、得られた反応マスを室温まで冷却した。尚、還流に伴い留出した水は、
ディーンスターク装置により、反応容器から除去した。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝２．４：９６．３：１．
３（ＬＣ面積比）であった。
【００２３】
比較例１
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．０ｇ、ヒドロキノン２９．２ｇ、９８％硫酸０．６７
ｇ、セライト（Celite 登録商標）５４５　０．６７ｇ及びトルエン１５０ｍＬを仕込み
、還流条件下で６時間反応させた。反応後、得られた反応マスを室温まで冷却した。尚、
還流に伴い留出した水は、ディーンスターク装置により、反応容器から除去した。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
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ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝３．３：９３．８：２．
９（ＬＣ面積比）であり、ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））の生成
量が多い結果となった。
【００２４】
比較例２
　温度計、ディーンスターク装置、冷却管及び撹拌装置を備えた四つ口フラスコに、６－
ヒドロキシ－２－ナフトエ酸２５．０ｇ、ヒドロキノン２９．３ｇ、９８％硫酸０．６７
ｇ、ｐ－トルエンスルホン酸一水和物１．２７ｇ、セライト（Celite 登録商標）５４５
　１．９３ｇ及びトルエン１５０ｍＬを仕込み、還流条件下で４時間反応させた。反応後
、得られた反応マスを室温まで冷却した。尚、還流に伴い留出した水は、ディーンスター
ク装置により、反応容器から除去した。
　反応終了時、得られた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：
ジフェノール化合物（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に
係る組成比は、原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物（１
））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））＝１．７：９４．６：３．
７（ＬＣ面積比）であり、ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））の生成
量が多い結果となった。
【００２５】
　前述の実施例１～実施例８、及び、比較例１～比較例２で得られた「反応終了時に得ら
れた反応マスの中の原料カルボン酸：モノエステル化合物（目的物：ジフェノール化合物
（１））：ジエステル化合物（副生物：ジエステル化合物（２））に係る組成比」の結果
を纏めて表１に示した。尚、ジフェノール化合物（１）の生成選択性として、目的物：ジ
フェノール化合物（１）／副生物：ジエステル化合物(2)の比を算出し、表１に併記した
。
【００２６】
【表１】

　
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明により、ジエステル化合物（２）の副生を抑制し、且つ、ジフェノール化合物（
１）の生成選択性が向上したジフェノール化合物（１）の製造方法を提供することが可能
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